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令和６年度第７回役員会議事要旨 

 

日 時  令和７年３月１４日（金）16時 30分～16時 53分 

場  所   KKRホテル東京 白鳥の間 

 

出席者  鎌土学長、和田理事・副学長、梅田理事・副学長 

陪席者  佐藤副学長・事務局長、武田副学長、髙橋副学長、馬場監事 

事務局  事務局次長（総務担当）、企画広報室長、財務課長、人事労務室長、監査室長、総務課参事 

総務課専門員、人事労務室専門員、財務課財務企画係長、総務課総務係員 

      

配付資料 

 令和６年度第５回、６回役員会議事要旨（案） 

資料１  ：国立大学法人長岡技術科学大学 令和７年度の計画（案） 

資料２－１：就業規則の一部改正について 

資料２－２：国立大学法人長岡技術科学大学職員給与規則の一部改正（案）新旧対照表 

資料２－３：国立大学法人長岡技術科学大学新年俸制適用職員給与規則の一部改正（案）新旧対照表 

資料２－４：国立大学法人長岡技術科学大学短時間再雇用職員就業規則の一部改正（案）新旧対照表 

資料２－５：国立大学法人長岡技術科学大学職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規程の一部改

正（案）新旧対照表 

資料２－６：国立大学法人長岡技術科学大学扶養手当規程の一部改正（案）新旧対照表 

資料２－７：国立大学法人長岡技術科学大学通勤手当規程の一部改正（案）新旧対照表 

資料２－８：国立大学法人長岡技術科学大学単身赴任手当規程の一部改正（案）新旧対照表 

資料２－９：国立大学法人長岡技術科学大学管理職員特別勤務手当規程の一部改正（案）新旧対照表 

資料２－10：国立大学法人長岡技術科学大学管理職手当規程の一部改正（案）新旧対照表 

資料３―１：第３期中期目標期間繰越積立金の使途について（案） 

資料３－２：目的積立金の使途について（案） 

資料４－１：令和７年度長岡技術科学大学運営経費予算編成（案）のポイント 

資料４－２：令和７年度長岡技術科学大学運営経費予算編成（案）の概略 

資料４－３：令和７年度長岡技術科学大学運営経費予算（案） 

資料４－４：令和７年度間接経費（全学共通分）の執行について（案） 

資料５  ：施設設備、学生支援、学生受入に関する自己評価 評価報告書（案） 

資料６  ：令和７年度「国立大学法人長岡技術科学大学における研究費不正使用防止計画」（案） 

参考資料 ：令和６年度「国立大学法人長岡技術科学大学における研究費不正使用防止 

計画」実施状況 

 

令和 6年度第 5回役員会議事要旨（案）及び第 6回役員会議事要旨（案）について説明があり、こ

れを承認した。 

 

【審議事項】 

１．令和 7年度の計画について 

  和田理事・副学長から資料 1に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

  

２．就業規則等の一部改正（給与制度アップデート）について 

  佐藤副学長・事務局長から資料２－1 から資料２－10 に基づき説明があり、審議の結果、これを承認

した。 
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３．第３期中期目標期間繰越積立金及び目的積立金の使途について 

  佐藤副学長・事務局長から資料３―１から資料３－２に基づき説明があり、審議の結果、これを承認

した。 

 

４．令和７年度長岡技術科学大学予算編成について 

  佐藤副学長・事務局長から資料４―１から資料４－４に基づき説明があり、審議の結果、これを承認

した。 

 

５．施設設備、学生支援、学生受入に関する自己評価 評価報告書について 

  和田理事・副学長から資料５に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

６．令和７年度長岡技術科学大学研究費不正使用防止計画について 

  梅田理事・副学長から資料６及び参考資料に基づき説明があり、審議の結果、これを承認した。 

 

７．その他 

 馬場監事 

   半年間の大学運営を通じて、組織の運営体制は良好である一方、教育面への視点が不足してい

ると感じた。入試や教育の質の担保、学生視点を重視し、研究と教育のサイクルの構築が必要。

今後、学生数の減少を見据え、内部での議論やコミュニケーションを深め、組織として一体感を

持ちながら課題に取り組むことが重要と思う。 

  

野本監事 

3月 11日に板橋監査法人とテレビ会議を行い、会計監査の進捗状況について中間的なヒアリング

を実施した。その結果、現時点では特に指摘事項や大きな問題はないとのことであった。 

 

以上 


